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平成8年4月オープン

老人ホーム
他

利用案内

重罰百，
園正~~~司:::J~

C利用できる人

おおむね65歳以 lての方で、常時の

介設が必要で あリ、自宅において適

切なお11ト訴を受けるこ と が困難な方。

現
在
北
野
田
に
建
設
中
の
特
別
養
護

老
人
ホ
|
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

O
利
用
開
始

平
成
八
年
四
月

二
月
よ
り
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
受
付
)

O
建
物
の
概
要

-
階
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

テ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
重
介
護
型
)

2

階
特
別
養
護
老
人
ホ

l

ム

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入
所
)

施
設

3

階
ケ
ア
ハ
ウ
ス

O
設
置
主
体

社
会
福
祉
法
人
「
喜
久
寿
」

。サービスの内容

;常時の介護、食事、入浴などの日

常生活の!立話、 レクリエーションや

生活向上のための指導等。

。費 用

利用者ご本人の前年 1-11 の所得(年

金や恩給などの収入傾)に応じて、質

問の一部を本人負担金としてご負担

いただきます。

また 、 手IJ !=FI 者と同居の家族の方に、

課税額に応 じて、費用の一音11 を扶養

義務者負:11'1 金 としてご負 11t していた

だきます。

ショートステイ施設は、おおむね

65歳以上で身体が不自由な方や痴呆

などによりお世話の必要な方をお預

かりし、ご家篠に代わ っ てお世話を

します。

。利用できる人

おおむね65歳以上の方で、ねたき

りや痴呆などにより、ご自宅でのお

世話が必要な方。

。利用できるとき

ご家族が介護者の病気やけが、冠

婚葬祭、農繁期の多忙、介護疲れ、

旅行などで一時的に介護ができない

場合。

0利周期間

l回 当 たり 7 日以内、事情により 14

日まで期間延長できます。

O
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
な
ス
タ
ッ

フ

施
設
で
は
、
次
の
よ
う
な
職
種
の
職
員

が
さ
ま
ざ
ま
な
お
世
話
を
い
た
し
ま

十γ
。

関
l
l
u回
↓
利
用
者
の
日
常
生
活

に
必
要
な
お
世
話

。

閣
凶
附
倒閣
↓利
用
者
や
家
族
か
ら

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
生
活
向
上
の

た
め
の
支
援

。

閣
ハ剛
ハ
幽
↓

健
康
管
理
に
つ
い
て

の
お
世
話
。

岡
倒
閣
附凶
↓
機
能
回
復
訓
練
す
ハ

ビ
リ
)
の
指
導。

関
川
閣ハ凶
↓
食事
等
の
栄
養
管
理

。

。問い合わせ・申し込み先

役場福祉課 岱964 - 200 1(何

。送迎

希望によリ、 車椅子兼寝台車(リフ

トパス)にて送迎します。

。費用 l 日 2 ， 1 20円

(国の基準額改定があります。 )

O備考

現在、ショ ー トステイを希望の場

合は、重信町が契約をしている既存

の施設での利用ができますので、福

祉課へお府J ~、合わせ下さい 。

役場福祉課 fi964 -200 1附

位置図

Rll 

特別養護老人ホーム

カソリン
スタンド

特別養護
老人ホーム

償河原→

b--v-' 

ひめライス
センタ • 

県道森松重信線←森松

総
合
公
園
敷
地
造
成工

事
請
負
契
約
締
結

第
七
十
九
回
重
信
町
議
会
臨
時

会
が
十
月
二
十
五
日
に
閉
会
さ
れ
、

工
事
請
負
契
約
の
議
案
一
件
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
同
日
開
会

!
レ
ヰ
品1レ
h
~。

今
回
議
決
に
な
っ
た
契
約
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。

工
事
請
負
契
約

総
合
公
園
敷
地
造
成
工
事
を
、

八
千
五
百
四
十
九
万
円
で
安
永
土

建
株
式
会
社
と
請
負
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た

。

工
事
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル
場
や

駐
車
場
予
定
地
の
造
成
及
び
、
ょ

う
壁
、
排
水
施
設
等
の
工
事
で
、

工
期
は
平
成
八
年
三
月
二
十
五
日

ま
で
で
す
。
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在宅介護支援センターは、在宅介

護についてのあらゆる相談に、年中

無休、 24時間体制でお答えします。

0利用できる人

おおむね60歳以上の方で、独立し

デイサービスセンタ ーは、日帰り

の介護サービスを提供します。

0利用できる人

重信町に住んでいるおおむね65歳

以上の方で、ねたきりや痴呆のため

にお世話の必要な方。

0利用できる人

在宅介護者、ひとり暮らしのお年

寄り、高齢者世帯の方など。

て生活するには不安がある方。 また、

ご夫婦だけで生活するには不安があ

る方で、家族の援助を受けることが

困難な方。

。サービスの内容

日帰りの介護サービスとして、送

迎をはじめ、次のサービスを提供し

ます。

・入浴

・給食

・健康チェック

・ 生活相談

・ リハビリ(機能回復訓練)

・家族介護者教室

・送迎

・訪問入浴

・訪問給食(配食サービス)

利用回数は、月 3-4回程度です。

利用時聞は、 l 日 6時間程度です。

ご家族が送迎される場合は、いつで

も利用できます。

0サービスの内容

・ 介誕についての相談(訪問によ

る相談も行う予定です。)

・ 介護用品の相談や紹介

・福枇サービスを受けたい方の手

続きの代行

・ 福祉・保健 ・ 医療サービスが総合

的に受けられるようにお世話し

ます。

0サービスの内容

生活相談、入浴、食事などのサー

ビスの提供、緊急時の対応、趣味活

動やレクレーション等。

居室には、個人居室 (18部屋)と、

夫婦居室 (6部屋)があります。

すべての居室に、専用の電話、風

呂、ミ ニキ ッ チン、エアコン(冷暖房

機)が完備されています。

。業務開始

平成8年4 月

。費用

利用者ご本人の前年中の所得(年

金や恩給などの収入額)に店、じて、ご

負担いただきます。

l回600円(予定)

。問い合わせ先

特別養護老人ホーム久万の里

fi0892-21-1000 

用0費

0問い合わせ・申し込み先

特別養護老人ホーム久万の皇

宮0892-2ト 1000

魔
の
交
差
点

上
村
大
橋
南
側
交
差
点
(
町
道

牛
湖
上
村
線
と
農
道

別
府
上
村
線

と
の
交
差
点
)
で
、
死
亡
事
故
や
、

重
傷
の
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま

す
。
優
先
道
路
は
町
道
(
牛
湖
上
村

線
)
で
す
。
農
道
を
走
る
車
が
一
時

停
止
と
左
右
確
認
を
す
れ
ば
、
事

故
は
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

。

一
人

一
人
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ト
品
、
「
ノ
。

0

町
道
牛
湖
上
村
線
が

優
先
道
路

O

農
道
を
走
る
車
は
、

一
時
停
止
と
左
右
確
認

。

農
道
で
の
ス
ピ

ー
ド
は

ひ
か
え
め
に

A

斗
十

農道別府上村線

県道伊予川内線

重信町工業団地

魔の交差点

重信川



重
信
町
で
は

、

昨
年
度
か

ら
、
海
外
研
修
を
通
じ
て
、
国

際
的
な
視
野
と
感
覚
を
養
っ

て
も
ら
お
う
と
、
町
民
の
方

を
対
象
に
海
外
研
修
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す

。

今
年
度
は
、
志
津
川
の
三

谷
裕
子
さ
ん
が
、
十
月
十
七

日
か
ら
十
日
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
環
境
・
福
祉
・
都
市
開
発

に
つ
い
て
、
研
修
を
受
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た

。

次
に
、
そ
の
研
修
報
告
を

ご
紹
介
し
ま
す

。

ルュクサンブール宮殿をノ〈ックに(r，リ)

夢

イX

の

旅三
谷

裕
子

出
発

二
週
間
前
か
ら
、
私
の
心

は
ダ
ー
ク
で
重
か

っ
た
。

欧
州
総

合
行
政
調
査
団
の
名
簿
が
配
ら
れ

て
み
る
と
、
県
庁
や
市

・

町
役
場

の
課
長
さ
ん
の
名
前
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
た
か
ら

で
あ
る
。

十
人

全
員
が
男

。

し
か
も
五
十
才
以
上

の
い
わ
ゆ
る
オ
ジ
サ
ン
で
あ
る

。

研
修
と
い
う
大
義
名
分
の
下
、
私

に
へ
ば
り
つ
い
て
離
れ
な
い
子
供

二
人
を
振
り
捨
て
、
家
に
は

寝
に

帰
る
だ
け
の
夫
に
し

っ
ぺ
返
し
を

す
る
快
感
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た

の
が
急
に
し
ぼ
ん
で
し
ま

っ
た
。

女

一
人
肩
書
な
し
の

一
町
民
の
私

。

お
そ
る
お
そ
る
と
い
う
感
じ
で
十

月
十
七
日
よ
り
十
日
間
の
旅
に
出

ふ
に。テ

l

ム
ズ
河
畔
、
ロ
ン
ド
ン
塔

の
隣
の
ホ
テ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
で
の

宿
だ

。

団
員
の
中
の

一
人
と
夜
の

ロ

ン
ド
ン
塔
を
見
に
行
く

。

激
石

日
く
、
人
の
血
・
人
の
肉
・

人
の
罪

か
結
晶
し
た
と
い
う
塔
は
、
意
外

に
背
が
低
く
平
凡
な
建
物
で
あ
る

。

翌
日
は
郊
外
の
ゴ
ミ
処
理
場
を

見
学

。

日
に

て
こ

五
0
ト
ン
の

生
、
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
と
い
う
施
設

は
巨
大
で
、
焼
却
熱
で
タ

ー

ビ
ン

広
昏研で設施BZ

 

T
守
L，処み

E
ド
Eン一

フ
。
フ
z
h
E
 

ンモ
ト
h
r・ヱスl

J
 

.

キJ
E
 

を
回
し
て
発
電
し
、
電
力
会
社
に

売
っ

て
利
益
を
あ
げ
て
い
る
と
い

う
話
に
感
心
し
た
が

、

私
に
は
松

山
市
南
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
方

が
清
潔
で
り
っ
ぱ
に
思
え
る

。

同

行
の
愛
知
県
廃
棄
物
対
策
課
長
に

よ
る
と
、
焼
却
時
の
煙
・
灰
の
無

害
化
処
理
は
日
本
の
方
が
数
段
上

ら
し
い

。
重
信
町
も
新
焼
却
場
建

設
を
計
画
し
て
い
る
ら
し
い
が
、

小
規
模
な
が
ら
も
最
先
端
の
処
理

技
術
を
と
り
い
れ
る
予
定
と
聞
き

安
心
し
た

。

霧
の
な
い
晴
天
の
ロ
ン
ド
ン
に

落
胆
し
つ
つ
も
、
食
事
の
度
に
同

行
の
オ
ジ
サ
ン
た
ち
と
話
が
は
ず

み
、
オ
ウ
ム
爆
弾
事
件
の
日
の
都

庁
や
全
国
う
ま
い
も
の
展
に
出
店

す
る
岩
手
県
観
光
課
長
の
苦
労
話

な
ど
を
聞
き
、
官
公
庁
勤
め
は
親

方
日
の
丸
の
気
楽
な
商
売
と
い
う

イ
メ

ー

ジ
が
誤
り
だ
と
気
付
い

た
ウ
ィ

ー

ン
で
は
高
齢
者
福
祉
施

設
を
訪
ね
た
。
世
界
中
で
老
人

人

口
が
増
え
病
院
施
設
は
満
杯
だ

。

町
の
ま
ん
中
に
あ
る
こ
の
施
設
は

デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ

ー

を
隣
接
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
な
が

ら
市
が
老
人
を
在
宅
の
ま
ま
援

助

し
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て

い
た
。

た
と
え

一
人
に
な

っ
て
も

住
み
慣
れ
た
我
家
で
暮
ら
し
統
け

た
い
と
い
う
高
齢
者
に
公
的
機
関

が
援
助
者
を
き
し
む
け
て
く
れ
る

な
ら
、
ど
ん
な
に
心
強
い
こ
と
だ

ろ
う

。

た
だ
、

主
婦
の
無
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
頼
り
に
し
た
組
織
作

り
は
不
確
定
要
素
が
多
く
、

主
婦

の
私
と
し
て
は
賛
成
し
か
ね
た
。

ウ
イ
ン
ナ

コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
、

ザ
ッ
ハ
ト

ル
テ
を
食
べ
、
夜

九
時

を

過
ぎ
て
も
美
し
く
照
明
さ
れ
た

店
々
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
ほ
ろ
酔
い

気
分
で
見
て
歩
き
な
が
ら
、
私
は

ウ
ィ

ー

ン
の
町
に
魅
了
さ
れ
た

。

毎
年
研
修
同
窓
会
を
し

よ
う
な

ど
と
話
し
な
が
ら
、
私
は
当
初
の

憂
欝
が
消
え
、
昼
食
後
の
わ
ず
か

な
時
間
に
職
場
や
家
へ
国
際
電
話

を
す
る
オ
ジ
サ
ン
た
ち
の
背
に

「

が

ん
ば
る
日
本
の
お
父
さ
ん

」

を
見

て
、
エ
ー
ル
を
贈
り
た
く
な
っ
た

。

帰
国
後
、
我
夫
に
対
す
る
理
解

と
同
情
が
深
ま

っ
た
の
は

言
う
ま

で
も
な
い

。

食
事
の
お
い
し
さ
や
建
物
の

豪

華
さ
を
め
で
る
だ
け
で
な
く
、

他

国
同
様
の
問
題
に
悩
み
つ
つ
も
一

歩
先
に
歩
む
日
本
を
再
発
見
で
き

た
の
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た

。

ベルベデーレ宮彦主で(オーストリア)



感
謝
祭
料
理
に
挑
戦

「
ウ
|

ン
、
い
い
に
お
い
。
」

「
ど
う
?
出
来
た
み
た
い
?

」

生
ま
れ
て
初
め
て
目
に
す
る
七

面
鳥
が
オ
ー
ブ
ン
の
中
で
こ
ん

が
り
い
い
色
に
焼
け
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
一
日
、
重
信
中
学

校
の
英
語
助
講
ぬ
渇
刊
明
鍋

師
の
ピ

l

タ
白
羽
抑
耐

ψ
粧
品

l

・
サ
l

シ
1

・
岡

E

・
3

さ
ん
(
ア
メ
リ
カ
・

1
H
a
i

オ
ハ
イ
オ
州
出

R
J

V

身
)
を
講
師
に

4
4

ー

一

-

招
き
、
感
謝
祭

、守

ι
葛
J

の
時
に
作
ら

れ

』
開
ド
κ溢
掴

る
料
理
に
挑
戦

圃
酬

川
L

一

ー

し
ま
し
た
。

・
・
E
.
.
.
 
, 

い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
に
、
公

募
し
て
来
て
下
さ
っ
た
お
客
様

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
調
理

室
は
ま
あ
に
ぎ
や
か
。

レ
シ
ピ
を
手
渡
さ
れ
、

{可
や

ら
面
倒
く
さ
そ
う
と
思
っ
て
い

た
ら
、
や
は
り
男
の
先
生
、
材
料

も
目
分
量
と
か
な
り
ワ
イ
ル
ド

な
作
り
方
で
思
っ

た
よ
り
簡
単

。

日
本
語
を
流
暢
に
話
さ
れ
る

ピ
l

タ
1

先
生
の
指
導
の
も
と
、

J
辻
手
際
よ
く
(
?
)
メ

作
わ
弘
イ
ン
デ
ィ

ッ
シ
ュ

k
S

の
七
面
鳥
、
パ
ン

，
，
壬

2
2
'
2

・

7

ブ
キ
ン
パ
イ

、

ク

ラ
ン
ベ
リ
ー
ソ
ー

ス
、
ポ
テ
ト
グ
ラ

タ
ン
、

ク
リ
ー
ム

オ
ニ
オ
ン
、
コ
ー

ン
ス
ー

プ
、
カ
ナ

ッ
ペ
、
サ
ラ
ダ
等
々

・

:
次
々
に
料
理
が
並
べ
ら
れ
ま

し
た

。

テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
、
落
葉
と

果
物
等
で
秋
ら
し
く
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
。
本
場
の
お
い
し
い
料
理

を
口
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

愛
媛
大
学
医
学
部
留
学
生
の

グ
レ
イ
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
英
会
話
か
あ
ち
こ
ち
で

飛
び
交
い
耳
か
ら
口
か
ら
体
ご

と
満
足
し
た

一
日
で
し
た
。

十

一
月
十
日
、
第
六
回
講
座
と

し
て
、
愛
媛
県
総
合
科

学
博
物
館

と
西
山
興
隆
寺
の
見
学
を
い
た
し

ま
し
た
。

貸
切
パ
ス
の
中
で
は
女
性
会
議

事
務
局
の
土
居
先
生
が
、
桜
三
里

の
名
前
が
付
い
た
由
来
、
県
下
最

大
の
水
力
発
電
所
で
あ
る
県
立
第

三
発
電
所
の
説
明
、
湯
(
八
口
口
の
中

山
川
渓
谷
に
あ
る
衝
上
断
層
の
説

明
等
々
、
私
達
学
級
生
を
飽
き
さ

せ
な
い
よ
う
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、

分
か
り
ゃ
す
く
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

。

西
山
興
隆
寺
に
着
き
、
仁
王
門
、

六
角
堂
、
勅
使
門

、
本
堂
へ
と
紅 ミニバレーボール大会開催

。
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
。
十
月
十
五

日
、
町
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
町
内
女
性
の
親
睦
と
、

他
の
女
性
団
体
の
連
携
を
か
ね
て

ミ

ニ
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た

。

四
十
数
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

松
下
律
子
さ
ん
よ
り
、
ネ
ッ
ト

の

張
り
方
、
た
た
み
方
を
教
わ
り
、

準
備
体
操
の
後
、
ボ

ー
ル
に
ふ
れ

ま
し
た

。

ボ
ー

ル
は
大
き
く
や
わ

ら
か
で
初

心
者
の
私
達
に
も
扱
い

や
す
く
、
ル

ー

ル
も
思
っ

て
い
た

よ
り
も
簡
単
で
し
た

。

早
速
4

チ
ー

ム
に
分
か
れ
競
技

に
う

つ
り
、
名
プ
レ
!
、
珍
プ
レ

文化講座開催
葉
を
見
な
が

ら
登
り
ま
し
た
が
、

学
級
生
の
足
の
早
さ
に
は
驚
き
ま

し
た
。

有
名
な
紅
葉
参
道
は
、
緑
、
茶
、

赤
と
三
色
の
色
ど
り
が
私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た

。

科
学
博
物
館
で
は
世
界
最
大
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ス
ク
リ
ー
ン

の

動
き
に
、
自
分
の
椅
子
が
廻

っ
て

い
る
よ
う
な
錯
覚
を
感
じ
ま
し
た

。

展
示
コ
ー
ナ
ー
や
産
業
館
の
体

験
コ
ー

ナ
ー

で
は
学
級
生
が
真
剣

に
勉
強
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た

。

多
く
の
収
穫
が
あ

っ

た

一

日
で
し
た
。(

委
員
長

安
永
カ
ヤ

子
)

ー
は
も
と
よ
り
、
床
に
落
ち
る
ボ

ー
ル
を
見
合
わ
せ
て
大
笑
い

。

こ
の
よ
う
に
し
て
勝
敗
に
関
係

な
く

二
時
間
が
あ
っ
と
い
う
聞
に

過
さ

、

参
加
者

一
同
少
し
上
手
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
終
了

。

少
々
名

残
り
惜
し
く
、
「

一
年
に

一
回
と
い

わ
ず
何
回
か
プ
レ
ー
し
た
い
ね

。

」

と
話
し
合
い
な
が
ら
、
再
会
を
楽

し
み
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た

。

親

睦
に
ス
ポ
ー

ツ
は
、
ほ
ん
と
う
に

よ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

。

こ
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
一
日
が
女
性
に
と
っ
て
の
生
涯

ス
ポ
ー

ツ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を

心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す

。



忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
っ
・

国
民
年
金
加
入
手
続

.1;:;1弓;￡景品~I~店主'1; 制!日記.1; 五~.・

| 第 1 号被保陵者 | 
自営業者とその配偶者の方、 20
歳以上の学生も含まれます

| 第2号被保険者 | 
臓場の年金制度(厚生年金また
は共済組合〉に加入している万

| 第3号被保険者 | 
第2号彼保険者(サラリーマン〉
の彼扶養配偶者の万

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
(
学

生
を
含
む
)
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
し
、
「
年
を
と
っ
た
と

き

」
だ
け
で
な
く
、
「
万

一
、
交
通
事

故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
」

に
も
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

自
分
自
身
の
年
金
を
守
る
た
め
、

二
十
歳
に
な

っ
た
ら
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

。

(
既
に
就

職
し
、
職
場
の
年
金
制
度
(
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
)
に
加
入
し
て
い
る

方
は
除
き
ま
す

。

)

①
加
入
の
手

続
き

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
役

場
で
、
加
入
の
手
続
き
を
し
て
下

叉
」
い
。

②
保
険
料
の
納
め
方

月
額
一
万

一
千
七
百
円
、
町
役
場

や
納
税
組
合
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
で
納
め
て
下
さ
い

。

ま
た
、
口

座
か
ら
の
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す

。

③
保
険
料
の
免
除

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

と
き
は
、
「
免
除
制
度
L

が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課

宮
九
六
四
l

二
O
O

一
間

自
分
で
気
を
付
け

健
康
な
毎
日
を

老
人
医
療
費
と
は
、
七
十
歳
(

一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
六
十
五

歳
)
以
上
の
お
年
寄
り
に
か
か
る

医
療
費
で
す

。

こ
の
老
人
医
療
費

は
、
園
、
県
、
町
及
び
各
医
療
保

険
聞
の
助
け
合
い
に
よ

っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す

。

高
齢
者
の
医
療
費
は
、
若
年
被

保
険
者
の
医
療
費
の
数
倍
も
か
か

老人医療費の動向

~にL 可-:b口 総医療費
l人当たり

年度 医療費
者数

(平成) (人) 件数 金額(円) 金額(円)

2 年 1.789 23 , 405 1, 073 ,664 ,413 600 , 148 

4 年 2.023 27 , 126 1,336 , 426 ,762 660 , 616 

6 年 2 ， 257135 ， 82911 ， 783 ， 330 ， 5881790 ， 133

る
と
い
う
状
況
で
す
か
ら
、
高
齢

化
社
会
の
進
展
に
よ

っ

て
医
療
費

の
総
量
が
ふ
え
て
い
く
こ
と
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん

。

重
信
町
で
も
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど

に
伴
い
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

(
別
表
の
と
お
り
)

高
齢
を
迎
え
る
み
な
さ
ん

一
人

一
人
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
注

意
し
て
、
健
康
で
す
こ
や
か
な
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

j

高
齢
者
の
j

健
康
生
活
川
か
条

1

滅
塩
食
を
心
が
け
て
、
高
血

圧
予
防
。

2

骨
粗
し
よ
う
症
予
防
の
た
め

に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
を
。

3

低
栄
養
と
栄
養
の
ア
ン
パ
ラ

ン
ス
に
は
気
を
つ
け
て
。

4

酒
・
た
ば
こ
は
、
健
康
を
考

え
て
か
ら
。

5

閉
じ
こ
も
り
を
な
く
し
、
戸

外
に
出
て
つ
と
め
て
歩
く

。

6

家
庭
・
社
会
参
加
で

、

自
分

の
役
割
を
も
っ
。

7

足
に
あ
っ
た
靴
を
は
き
、
衣

類
・
か
ら
だ
は
清
潔
に
。

8

整
理
・
整
と
ん
を
心
が
け
、

事
故
防
止
を
。

9

歯
・
歯
ぐ
さ
は
清
潔
に
保
つ
。

叩
十
分
な
睡
眠
で
、
心
身
の
リ

フ
レ

ッ

シ
ュ
を
。

H

未
加
入
の
方
は

早
急
に
加
入
手
続
を
/
H

重
信
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
で
、
職
場
等
の
健
康
保

険
加
入
者
や
生
活
保
護
受
給
者

以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
れ
は

「

国
民
皆
保
険
」

に
基

づ
く
強
制
加
入
制
度
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
の

届
け
出
が
遅
れ
て
い
る
と
資
格

が
そ
及
適
用
さ
れ
る
た
め
、
保

険
税
も
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
さ

れ
る
方
は
、
早
急
に
加
入
手
続

き
を
し
て
下
さ
い

。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
は
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
保
険
税
に

よ
っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
滞
納
が
続
く
と
医
療

費
の
支
払
い
に
支
障
を
来
た
す

だ
け
で
な
く
、
加
入
者
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

早
め
に
納
付
相
談
等
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

O

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

町
民
課
国
保
係
へ
。

O

保
険
税
に
つ
い
て

税
務
課
国
保
税
係

へ
。



サ
ラ
ハ
d
l

マ
シ
の

確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一

年
間
の
合
計
額
と
そ
の
年
の
給
与

総
額
に
つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
税
額
と
の
過
不
足
額
は
、

そ
の
年
最
後
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス

が
支
払
わ
れ
る
際
に
、

「

年
末
調

整
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
獲
に
よ
っ
て

納
税
が
完
了

し
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も

確
定
申
告
や
還
付
申

告
等

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

。
そ
の

あ
ら
ま
し
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

{
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
}

平
成
七
年
中
の
所
得
か
ら
配
偶

者
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額

7 

を
差
し
引
き
、
算
出
し
た
税
額
が
、

配
当
控
除
額
と
年
末
調
整
の
際
に

控
除
を
受
け
た
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
額

、

年
調
給
与
特
別
減
税
額

の
合
計
額
よ
り
も
多
い
人
で
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

①
平
成
七
年
分
の
給
与
の
収
入
金

額
が
二
、
0
0
0

万
円
を
超
え
る

場
合

②
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

二

O
万
円
を
超
え
る
場
合

③
給
与
を
こ
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
と
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を

超
え
る
場
合

平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
期
間
は
、
平
成
七

年
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。
正
し
い
申
告
と
納
税

を
期
間
内
に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

{
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
}

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

人
で
も
、
次
の
よ
う

な
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す

。

1

雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合

地
震
、
火
災
、
風
水

害
な
ど
の

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場
合
や

災
害
等
に
関
連
し
て
や
む
を
得
な

い
支
出
を
し
た
場
合
に
は
、
次
の

山
と
ω
に
よ

っ

て
計
算
し
た
金
額

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金

額
が
雑
損
控
除
と
し
て
所
得
金
箱

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

。

山
損
害
額
か
ら
所
得
金
額
の

一

O
%

を
減
じ
た
金
額

ω
損
害
額
の
う
ち
災
害
関
連
支
出

の
金
額
か
ら
五
万
円
を
減
じ
た

金
額

2

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
傾
の

医

療
費
を
支
払

っ
た
場
合
は
、

次
の

算
式
に
よ
っ

て
計
算
し
た
金
額
が

医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
頼
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す

。

、
B

I
l
-
-

7
7
市
川V
勺

で
る
か
れ
日

ど
れ

制
J
U
の

な
さ

川

υ
傾

金
ん

An
凶
甘
川
d
H
H

険
て
相
聞
の
汁

A
n
M

巾

保
納
金
制
り

の
幼
川

一

金
川
岨
m
u
n
m

に
似
叫
川
山
全
日
川
町

h
ド
ピ
ヘ
片

O
'
F

唱

h

a
μ
ι

ド

2

引
ド

マ
位
川

F

一
」
H
f
i

l
l
-

-、

H
U
f
U

H
iAU

制

刊

一一

成
払
の
日

平
支
帆
M
M

3

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
家

屋
の
新
築
、

購
入
ま
た
は
増

改
築

等
を
し
て
、
平
成
二
年
一
月
一
日

か
ら
平
成
七
年
十

二
月

三
十
一
日

ま
で
の
聞
に
居
住
の
用
に
供
し

た

場
合
(
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築

等
の
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
居
住

の
用
に
供
し
た
場
合
に
限
り
ま

す
。
)
で
、
そ
の
家
屋
の
新
築
、
購

入
ま
た
は
増
改
築

等
に
係
る
借
入

金
を
有
す
る
な
ど
所
定
の
要
件
を

満
た
す
と
き
は
、
居
住
の
用
に
供

し
た
年
か
ら
六
年
間
の
各
年
分
の

所
得
税
の
額
か
ら
、

二
疋
の
金
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
最

初
の
年
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
後
の
年
に

つ
い
て
は
、
年
末
調
整
で
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

。

ー
か
ら

3

ま
で
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
領
収
書
や
証
明
書
を

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が

必
要
で
す

。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い

。

12月の納税
固定資産税第3期

国民健康保険税第6期

納税期限12月 25 日 (月)

N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い

(主
催

日
本
赤
十
字
社
、
日
本

放
送
協
会
、
N
H
K

厚
生
文
化

事
業
団
)
が
、
本
年
も
十
二
月
一

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
義
援

金
は
、
ア
ジ
ア

・

中
東

・
ア
フ

リ
カ

・
中
南
米
等
の
発
展
途
上

国
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-
義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

放
送
局
、
郵
便
局
、

金
融
機
関

、

農
業
協
同
組
合
、

漁
業
協
同
組
合
、
日
本
赤
十
字

社
本
社
・

支
部
、
赤
十
字
病
院
、

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー



日

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
九
六
四
l

四
一
七
O

ま
た
は告

九
六
四
|

二
O
O

一
間

内
線
三
一

一
・

=
二
二

とろうねんた

カルシウム

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯
一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で
気
を

付
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
く

る

「

骨
粗
し
よ
う
症
」

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

申
し

込
み
先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は

保
健
婦
ま
で

月 日 場 所 時 間 準備物 内 容 担当

l.骨粗しょう 症についての理解

平成8年 2 月 7 日 (水) 八反地公民館
エフ。 ロ ン ①原因、症状、治療と 予防

タツノfー ②運動のすすめ

午前10時~ タオ jレ
2 . カルシウム強化のため

栄養士
12時30分 筆記用具

の作戦

運動のできる
①カルシウムの多く含ま

{呆f建婦

3 月 6 日 (水) 上村公民館 服装
れている食品 ・調理法

②カルシウム強化献立

(調理と試食)

病
気
別
健
康
敏
室

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
よ
り
内
容

を
充
実
し
て

「

肥
満
と
骨
粗
し
よ

う

症
」
に
つ
い
て
、
学
習
し
ま
す

。

前
年
度
参
加
者
の
体
験
学
習
に

ト
品
η
ノ

①
減
量
成
功
の
秘
訣

②
骨
強
化
の
た
め
の
食
事
と
運
動

③
話
題
の
ダ
ン
ベ
ル
体
操
で
本
当

に
減
量
は
で
き
る
の
か
?

等
、
生
の
声
を
聞

い
て
、
参
加
者

と
共
に
楽
し
ん
で
体
験
学
習
を
し

て
い
き
ま
す

。

前
年
度
も
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た

。

今
回
も
、

よ
り
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す

。

対
象
者

肥
満
と
骨
組
し
よ
う
症

が
気
に
な
る
町
内
在
住
の
方

参
加
費

無
料

開
催
場
所

町
民
会
館

内
容

七
回
コ
l

ス

日
程

平
成
八
年

二
・

三
月

①
詳
細
は
、
申
し
込
み
者
に
対
し

直
接
発
送
し
ま
す

。

②
必
ず
事
前
に
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

。

③
定
員
に
な
り
次
第
し
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

。

(
定
員
五
十

名
)

「
お
と
し
よ
り
」
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
、

心
と
身
体
の
個
別

健
康
相
談

時
間

午
後
二
時
i

四
時

場
所

役
場
保
健
婦
室

料
金

無
料

日
程

十
二
月
四
日
間
・

十
八
日
間

一
月
八
日
開
・二
十
六
日
間

※
要
予
約
・

事
前
の
申
し
込
み

が
必
要

(
役
場
福
祉
課
保
健
婦

宮
九
六
四
l

四

一
七
O
)

時対
間 支 象
障

亡士無 町 三 午を病
月 一 料民時後き気
八月 ム コー ナ 笠
日四 云ー I~ 守

(月)日 館十時しで
二伺) 分三て 日
ー ・ 十い常
十十
寸草 分る生
日|百 i 方活
(命働 に

日料場
程金所



賢い消費者になりましょう
いよいよ 12月、大掃除や、年末大売出しの時期になりました。

この時期は、つい 「安いから買っておこう」、「じゃまだから捨て

てしまおう」ということになりがちです。 捨てる前に、買う前に

ちょっと考えて、なるべくごみの出ないようにしましょう 。

物は人の聞を行き来します。あげる、

借りる、売る、買う、交換するなど、

有効に使い、物を生かしましょう。

2. ト値段や広告に惑わされないよう、よく目芦頭で判断し

て買いましょう。

使心捨て商品はなるべく買わないようにしましょう。

欲しいと思う物と必要なものは違います。必要な物だ

けを買いましょう。

簡易包装を申し出ましょう。

、
を

す
手
法

貸
方、広

w

う
ゆ
ら
、

力

も
あ

3. 

4. 

5; 

正午までに

指定場所に

出して下さい。

ご
み
収
集

十
二
月
三
十

一
日
か
ら

一
月
三

日
ま
で
の
四
日
間
は
、
各
家
庭
で

ご
み
を
保
管
し
て
下
さ
い

。

し
尿
く
み
取
り

十
二
月
は
、
通
常
の

日

程
よ
り

早
目
に
く
み
取
り
を
行
い
、
二
十

五
日
で
終
わ
り
ま
す

。

残
り
の
五

日
間
で
特
に
く
み
取
り
を
要
す
る

と
こ
ろ
を
し
ま
す

。

一
月
は
、
通
常
の
日
程
よ
り
遅

れ
ま
す
が
、
末
日
ま
で
に
は
完
了

す
る
予
定
で
す

。

964 -8674 1 本郷地区

1937-1 1 964 -25641 川団地)-泊練|槌~鉄道問
目制-8665 1 牛洲団地30-40棟
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合
城
を
楽
し
く
歩
く

今
年
は
、
町
内
八
個
所
の
古
城

(
花
山
城
・
衣
掛
城
・
土
口
山
城
・
岩

伽
羅
城
・
麓
城
・

鳥
ケ
山
獄
城・
庄

司
城
・

三
巌
城
)
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。こ

れ
ら
の
城
は
、
古
く
南
北
朝

の
動
乱
を
経
て
、
郡
雄
割
拠
の
室

町
時
代
に
幾
度
か
の
興
亡
を
く
り

返
し
た
祖
先
の
ド
ラ
マ
が
深
く
刻

み
込
ま
れ
た
跡
で
す

。

「

国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春

に
し
て

草
木
深
し
・
:
」
。

遠
い
昔
の

こ
と
で
城
の
姿
は
、
ほ

と
ん
ど
失

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
に

土

地
に
残
さ
れ
た
痕
跡
が
、
私
達
に

何
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に

忠
わ
れ
ま
す

。

城
跡
を
訪
ね
、
こ
の
城
が
辿

っ

た
歴
史
を
自
分
勝
手
に
想
像
し
な

が
ら
、
ロ
マ
ン
を
追
う
こ
と
も
、

ま
た
楽
し
い
も
の
で
す

。

古
城
を
訪
ね
る
時
は
誰
で
も
、

書
物
や
パ
ン
フ
レ

ッ

ト
な
ど
で
城

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
、

予
備
知

識
を
持
ち
、
城
へ
の
経
路
な
ど
を

調
べ
る
の
が
普
通
で
す
が

、

大
切

な
こ
と
は
、
城
周
辺
に
住
む
古
老

の
方
々
や
郷
土
史
を
研
究
さ
れ
て

い
る
方
に
話
を
聞
き
、
特
に
山
麓

集
落
の
地
名
(
小
字
や
ホ
ノ
ギ
)
に

つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
す

。

そ
れ
は
、
室
町
時
代
に
は

一
般

的
に
、
平
時
は
山
麓
平
地
部
の
居

館
(
根
小
屋
)
で
生
活
し
、
戦
時
に

山

の
城
に
詰
め
て
戦
う

。

い
う
な

れ
ば
詰
の
城
と
平
時
の
居
館
の

二

つ
が
セ
ッ
ト
(
根
小
屋
城
郭
)
と
な

っ

て
い
た
か
ら
で
す

。

山
麓
集
落

の
地
名
(
例

一
堀
の
内

・

館
・

屋
形
・

土
居
・

土
居
の
内

・

殿
屋
敷
・

馬

場
・
市
場

・

鍛
じ
屋
敷

・
的
場

・
:

な
ど
)
を
知
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
城

と
居
館
の
全
体
的
な
関
係
が
わ
か

り
、
視
野
が
広
が
り
ロ
マ
ン
も
大

き
く
な
っ
て

一
層
興
味
が
わ
い
て

く
る
か
ら
で
す

。

次
に

、

地
形
の
変
化
を
よ
く
観

察
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

。

当

時
は
、
天
険
の
山
峰
を
利
用

し
た
山
城
で
す
の
で
、
道
は
例
外

を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
尾
線
上
を
走

っ
て
お
り
ま
す

。

登
り
は
じ
め
て

城
に
近
く
な
り
ま
す
と
、
坂
道
が

急
に
落
ち
、
く
ぼ
み
と
な

っ
て
い

る
所
に
出
合
う
場
合
が
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は

、

敵
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め

に
道
を
遮
断
し
た
堀
切
と
い
う
防

御
機
構
の
跡
と
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す

。

堀
切
は
、

一
条
で
は
な
く

数
条
つ
く
ら
れ
る
の
が
普
通
で
す。

項
上
近
く
で
は
、
傾
斜
が
急
と
な

り
階
段
状
の
道
を
登
り
き
る
と
、

平
ら
な
所
に
で
ま
す

。

こ
う
し
た

削
平
地
が
二
段
、
三
段
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
郭
と
い
い
、

戦
時
に
武
士
団
の
居
所
と
な
る
と

こ
ろ
で
、
か
つ
て
は
、
こ
こ
で
激

し
い
戦
い
が
行
わ
れ
た
場
所
で
す。

郭
の
周
囲
を
土
で
高
く
し
て
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

防
壁
で
土
塁
と
い
い
ま
す

。

ま
た
、

郭
の
中
に
井

戸
を
構
え
て
い
た
跡

が
残
っ

て
い
る
城
も
あ
り
ま
す

。

当

時
、
山
城
に
は
小
さ
く
簡
単

な
建
物
が
あ
り
、
最
も
高
い
所
に

は
櫓
が
建
ち

、

郭
の
周
囲
に
は
柵

が
組
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

今
で
は
こ
れ
ら
の
片
鱗
す
ら
み
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

こ
う
し
て

、

地
形
の
変
化
を
判

断
し
な
が
ら
、
堀
切
が
何
条
、
郭

が
幾
つ
、
土
塁
や
井
戸
の
位
置
・
大

き
さ
な
ど
を

地
図
に
書
き
、
城
の

構
造
(
縄
張
)
を
考
え
、
勢
力
や
城

主
な
ど
に
想
い
を
巡
ら
せ
る
の
も

楽
し
い
古
城
歩
き
の

一
つ
で
す

。

重
信
史
談
会
和
田
章

※
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
た
「
ふ
る

さ
と
歴
史
散
歩

」

は
今
回
で
終

了

い
た
し
ま
す

。

来
月
か

ら
の

新
し
い
企
画
に
ご
期
待
下
さ
い

。

四五迫城予想復元(広島県)

埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
員
(
男
性
)

募
集

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、

下
林
伽
藍
地
区
の
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
員
(
男
性
)
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

作
業
場
所

下
林
伽
藍
(
が
ろ
)
県
道
美
川

松
山
線
拝
志
郵
便
局
の
右
上
手

作
業
内
容

手
ぐ
わ
な
ど
を
使

っ

て
表
土

を
削
り
取
る
作
業

。

作
業
日
等

三
月
十
五
日
ま
で
の
月
曜
日

1

金
曜
日
・
午
前
八
時

三
十
分

1

午
後
五
時
。

(
た
だ
し
祝
日
と
悶
天
時
は
休

み
。

)

賃
金日

額
六
千
円

保
険労

災
保
険
は
雇
用
側
で
加
入

根
気
と
健
康
が
基
本
で
す

。

申
し
込
み
方
法

歴
史
民
俗
資
料
館
に
申
し
込

み
書
が
あ
り
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

宮
九
六
四
ー

一
五
O
O

内
線
五
O
三



登
つ
定
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
ね

石
鎚
山
ハ

石
鎚
山
は
、
古
く
は
「

万
葉
集
」

に

「
伊
予
の
高
嶺
」
と
う
た
わ
れ

た
西
日
本
最
高
の
山
で
あ
り
ま
す

。

以
前
は
面
河
渓
谷
か
ら
登
る
か
、

西
条
の
西
の
谷
か
ら
成
就
社
を
経

て
登
る
ル
l

ト

が
一
般
的
で
し
た

が
、
ス
カ
イ
ラ
イ

ン

・
ロ
ー

プ
ウ
エ

ー

が
で
き
て
誰
で
も
気
楽
に
登
れ

る

山
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
方
も
、
一
度
や
二
度
は

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

。

ま
た
、
六
月
三
十
日
か
ら
七
月

十
一
日
に
か
け
て
の
夏
の
お
祭
り

に
は
、

「
お
山
開
き
」
と
し
て
数
万

人
の
人
が
登
山
し
ま
す

。

そ
の
中
で
も
、
石
鎚
神
社
口
之

宮
の
「
智

・

仁
・
勇
」
を
象
徴
す
る
三

体
の
神
像
が
、
信
者
た
ち
に
よ
っ

て
中
宮
の
成
就
社
を
経
て
弥

山
の

項
上
社
へ
向
か
う
七
月

一
日
が
祭

り
の
最
高
潮
と
し
て
有
名
で
す
。

さ
て
、
誰
で
も
登
れ
る
山
と
は

言
い
ま
す
が
、

こ
の
七
月
一
日
は

11 

女
性
は
成
就
社
か
ら
上
へ
は
登
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

。

登
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
項
上
の

山
小
屋
で
働
い
て
い
る
女
性
も
、

そ
の
日
は
成
就
社
ま
で
降
り
て
こ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

に
‘
・

に
ん

「
女
人
禁
制
」
は
、
石
鎚
山
で
も

例
外
で
は
な
い
の
で
す
。

男
女
は
平
等
で
あ
る
と
す
る
憲

法
が
制
定
さ
れ
て
四
十
年
以
上
も

た
ち
、
今
で
は
常
識
と
き

れ
て
い
る
現
在
で
も

、

女
性
は
土

俵
に
上
れ
な
い
、
ト

ン
ネ
ル
に
入

れ
な
い
な
ど
の
事
実
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は

、

近
代
に
入
る
ま
で
、

各
地
の
山

や
神
社
、
寺
院
で
女
性

の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
き
た
と

こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
理
由
は
い
ず

れ
も

「
女
性
は
穣
れ
て
い
る
」
と

決
め
つ
け
、
。
清
浄
な
地
。
に
は
。
不

浄
な
者
。
は
入
れ
な
い
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た

。

こ
の
こ
と
を

「
結
界
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た

。

明
治
五
年
、
政
府
は

「
神
社
仏

閣
ノ
地
ニ
テ
女
人
結
界
ノ
場
所
ハ

い
ま
よ
リ
さ
ん
け
い

自
今
廃
止
候
、
登
山
参
詣
等
勝
手

ノ
事
」
と
い
う
布
告
を
出
し
ま
し

た
が
、
「

女
人
禁
制
」
は
単
な
る
布

告
や
法
律
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
な

い
ほ
ど
根
の
深
い
も
の
で
し
た

。

で
は
、
「
女
人
禁
制
」

の
理
由
、

女
性
の
何
が
「

織
れ
て
い
る
」
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

昔
、
中

国
で
は

「
女
性
は
穂

れ
多
き
ゆ
え
に
地
獄
に
落
ち
る
」

と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に

「
血
盆
経
」
と
い
う

経
典
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

「
血
の
穂
れ
」
の
た
め

に
地
獄
に
落
ち
た
女
性
を
救
う
た

め
の
経
典
で
す
。

こ
の
場
合
の

「
血
」

と
は
、
出

産
の
際
の
血
と
生
理
の
血
を
指
し
、

す
べ
て
の
女
性
が
不
浄
の
た
め
地

獄
へ
落
ち
る
と
い
う
考
え
方
が
っ

く
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
女
性
へ
の
不
浄
観

が
宗
教
と
結
び
つ
き
、
神
社
の
祭

礼
や
神
事
、
仏
教
の
行
事
、
修
行

な
ど
の
場
か
ら
女
性
を
排
除
し
、

男
尊
女
卑
の
思
想
を
支
え
て
き
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
山
」
に
関
す
る

「

女
人
禁
制
」

も
、
そ
の
中
で
定
着
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
権
教
育
や
同
和
教
育
が
広
く

取
り
組
ま
れ
て
い
る
今
日
、
こ
の

よ
う
な

「

女
人
禁
制
」
を

「
差
別
」

ゐ

と
と
ら
え
、
根
拠
の
な
い
か

悪
し

き
慣
習
。
や
グ
悪
し
き
伝
統
。
を

改
め
る
努
力
が
大
切
で
す

。

私
た
ち
は
、
「
女
人
禁
制
」

に
見

ら
れ
る
女
性
べ
っ
視
の
考
え
方
を
、

「
宗
教
的
な
二
と
だ
か
ら
」
と
か

「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
だ
か
ら
」

と
見
逃
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か

。

「
女
人
禁
制
」
は
、
「

女
人
禁
制
」

さ
れ
る
女
性
と
、
「

女
人
禁
制
」
を

認
め
る
男
性
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
る
の
で
は
な
く
、

女
性
を
「
人

間
」
と
し
て
平
等
に
認
め
よ
う
と

し
な
い
男
性
の
問
題
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

、
っ
カ

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
域
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
で
、

ホ
1

ム
へ
ル
パ
l

の
派
遣
や
寝
た

き
り
老
人
へ
の
紙
お
む
つ
の
支
給

等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
戸
会
員
制
は
、

一
世
帯
に
つ

き
年
会
費
二
百
円
を
納
め
て
い
た

だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員

と
し
て
、
各
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
会
費
は
、
地
域
福

祉
の

増
進
、
高
齢
者
福
祉
等
の
増
進
に

充
て
ら
れ
ま
す

。

こ
の
全
戸
会
員

制
は
、
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
と
同
時
に
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

篤

志

寄

附

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
き
い

ま
し
た
。

安
井
務
さ
ん

向
島
正

則
き
ん

山
中
チ
カ

エ
さ
ん

関
雄
三
さ
ん

窪
田
彰
宗
さ
ん

高
家
松
好
さ
ん

宮
内
芳
美
さ
ん

見志下志横横牛
奈津 津河河
良 川林川 原原淵
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問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
謀

包
九
六
回
l

一
五
O
O

間

町
文
化
協
会
講
演
会

日
時一

月
十
九
日
幽

午
後
七
時
三
十

分
i

町
民
会
館

第
一
・

二
研
修
室

講
師

愛
媛
大
学
教
養
部
教
授

県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

小
沼
大
八
先

生

演
題
「

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」

「

こ
こ
ろ
」
と

「

か
ら
だ
」
の
関

係
を
考
え
て
ゆ
く
と

、
そ
こ
か
ら

色
々
な
問
題
が
引
き
出
せ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
語
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
催
町

文
化
協
会

後
援

県
文
化
協
会

場
所

自
然
探
訪
ス
ワ
1

ル
に
参
加
し
マ

五
十
才
の
節
目
を
目
前
に
控
え

体
力
の
衰
え
を
強
く
感
じ
始
め
て

い
た
矢
先
、
妻
か
ら
「
自
然
探
訪

ス
ク
ー
ル
が
あ
る
け
ど
行
っ
て
み

て
は
」
と
の
一

言
に
、
つ
い
「
行

っ
て
み
ょ
う
か

」

と
返
事
し
た
の

が
参
加
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
参

加
し
て
み
る
と
男
性
で
は
私
が

最

高
齢
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
/

一

瞬
、
体
力
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た

。

が
、
私
と
同
年
配
の
女
性
の
方
々

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
「
何
と

か
な
る
だ
ろ
う
」
と
気
を
と
り
直

し
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す

が
、
こ
れ
が
大
き
な
間
違
い
/
・
女

性
の
ほ
う
が
は
る
か
に
健
脚
ぞ
ろ

い
だ
っ
た
の
で
す

。

実
技
の
最
終
回
、
皿
が
嶺
コ
ー

ス
は
、
上
林
地
区
上
部
の
「
水
の

元
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
登
り
始
め
、
風
穴
を
経
由
し
て

最
近
拓
か
れ
た
登
り
易
く
整
備
さ

れ
た
登
山
道
を
尾
根
ま
で
登
り
、

竜
神
平
を
巻
い
て
皿
が
嶺
山
項
に

立
ち
、
そ
の
後

、
稜
線
を
下
っ
て

竜
神
平
周
辺
を
散
策
。

昼
食
の
後
、
南
側
の
登

山
道
を

下
り

、

久
万
町
側
の
林
道
を
経
て

陣
が
森
の
山
項
で
休
憩
し
た
後
、

上
林
峠
を
経
由
し
て
出

発
地
に
帰

「

っ
て
く
る

コ
ー
ス
で
し
た

。

下
り
て
き
た
山
道
を
振
り
返
っ

て
尾
根
を
見
上
げ
た
と
き
、
紅
葉

し
は
じ
め
た
原
生
林
が
夕
日
に
映

え
て
、
素
晴
ら
し
い
風
景
で
し
た
。

こ

の
ス
ク
ー

ル
に
参
加
し
て
、

こ
れ
ま
で
山
草
の
名
前
な
ど
全
く

知
ら
な
か

っ

た
無
粋
な
私
が
、
今

で
は
隣
家
の
庭
に
咲
く
花
を
み
て

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
締
麗
で
す
ね
」

な
ど
と
人
並
み
の
挨
拶
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
又
参
加
し
て

み
た
い

。

そ
ん
な
楽
し
い
ス
ク
ー

ル
で
し
た

。

(
男
・
受
講
生
)

-
時
間

受
付

一
午
前
八
時
三
十
分
l

・

開
始
一
午
前
九
時
i

・
会
場

町
民
会
館
大
ホ
l

ル

-
参
加
費
(
賞
品
・
弁
当
代
含
む
)

大
人
千
円

・

学
生
五
百
円
(
小
学
生
以
上
)

-
申
込
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
書
に
、
参
加
す
る

級
別
を
記
入
し
、
現
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い

0

・
申
込
期
限

十

二
月
二
十
一
日
同

1/ワ佃)開催
-
時
間

午
後
一
時
1

・
会
場

町
民
会
館

一
階
和
室

担
益
島
・
席
題

当
季
雑
詠
一
人
三
句
(
未
発
表
句
)

リ
パ

午
後
一
時
ま
で
に
投
句

a
z

・
選
者

未
定

次
倫
悶
闘
日
・

"
"
・
時
間

午
後
一
時
三
十
分

l

団
閣
・
会
場
町

民
会
館

一
階
婦
人
室

'
'
・
宿
題
「

底
」、

「
並
」
、
「
親
し
い
」の
三
題
の
そ
れ
ぞ

叶
同

れ
に
、
二
句
を
投
句
す
る

。

同
国
・
投
稿
期
限

一
月
七
日
田
ま
で
に
、
文
化
協
会
(
町
民

普
・時
(
喜
久
子
先
生

決
へ
同
悶
凶u
'

塩
害
・
時
間

午
後
一
時
1

凶
剛
・
会
場
町

民
会
館
二
階
第
一

・

二
研
修
室

ー
白
i
p・
応
募
数

一
人
当
季
雑
詠
三
首
で
未
発
表
作
品
に
限
る

o

E
4
4

・
投
稿
期
限

一
月
七
日
制
ま
で
に
、
文
化
協
会
(
町
民

-
選
者

武
市
公
子
先
生

fi964-1500 主催/重信町文化協会
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多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

三
日
間
で
し
た

俳
句

特
選
(
席
題
句
)

言
ふ
事
の
山
程
あ
り
て
案
山
子
立
つ

水
澄
み
に
け
り

言
ひ
置
か
む
事
一
つ

結
婚
記
念
日
新
米
の
炊
き
上
が
る

岩
田
淑
子

露
口
千
歳

和
泉
キ
シ
子

短
歌

特
選

隻
腕
の
夫
を
支
へ
て
米
作
り

牛
飼
ひ
山
に
生
き
て
五
十
年
過
ぐ

み
社
の
森
よ
り
五
位
鷺
の
声
聞
え

古
里
の
夜
を
母
と
語
り
き
弓
立

い
わ
し
雲
青
空
に
ひ
ろ
が
り
夫
も
吾
も

百
足
競
争
に
勝
を
競
ひ
ぬ
中
原

戦
争
と
は
悲
惨
で
無
意
味
な
も
の
だ
よ
と

幼
き
子
等
に
語
り
継
ぎ
た
し
佐
伯

炎
天
に
流
れ
止
ま
り
し

川
原
に

夏
草
茂
り
日
が
な
虫
鳴
く

藤
田

清
子

清
美

11背
子

高
須
賀
京
子

川
柳

特
選

「
ジ
ャ
ン
プ
」

ジ
ャ
ン
プ
す
る
た
め
の
力
を
貯
め
る
辞

書野
口
三
代
子

「

北
田」恋

一
途
そ
ん
な
昔
も
あ

っ
た
つ
け

越
智

貞
子

「

や
ん
わ
り

」

切
り
札
を
持
っ
て
や
ん
わ
り
攻
め
て
み
る玉

井
し
げ
り

「
惚
れ
る
」

今
も
っ

て
ど
こ
に
惚
れ
た
か
分
か
ら
な
い岩

間

虫

演

実
禽
雑
感

愛
媛
大
学
交
響
楽
団
指
揮
者

香

我
が
後
輩
た
ち
、
愛
媛
大
学
交

響
楽
団
と
と
も
に
、
初
め
て
重
信

町
で
演
奏
会
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
重
信

町
文
化

祭
の
最
終
日
と
あ
っ

て
、
会
場
周

辺
は
に
ぎ
わ
い
、
お
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
御
来
聴
い

た
だ
け
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
ば
し

く
思
い
ま
す

。

会
場
が
や
や
小
振

り
で
あ

っ

た
こ
と
も
、
か
え

っ
て

客
席
と
ス
テ
ー

ジ
上
と
の

一
体
感

を
高
め
て
く
れ
た
よ
う
で
、
演
ず

る

側
も
非
常
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
、
」
と
が
で
き
ま
し
た

。

そ
し
て
、
幼
稚
園
児
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
い
客
層
で
あ

っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
演
奏
中
に
は
物
音

一
つ
し
な
い
と
い
う
、

重
信
の
聴

衆
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
も
う
、

驚
く
や
ら
、
感

心
す
る
や
ら

。

今

回
は

初
め
て
と
い
う
事
も
あ
り
、

対
象
と
す
る
お
客
様
の
層
を
限
定

せ
ず
、
比
較
的
耳
慣
れ
た
曲
を
選

び
ま
し
た

。

こ
れ
が
き
い
て
か
、

ア
ン

ケ
ー

ト

の
結
果
を
見
て
も

、

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
よ
う
で
、
ま
た
次
回
も
と
い
う

温
か
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

演
奏
会
の
成
功
を

喜
ぶ
と
と

宮
崎
龍
彦

も
に
、
再
び
こ
の
よ
う
な
機
会
に

恵
ま
れ
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す

。

演
奏
し
た
学
生
た
ち
も
必
死
の

思
い
で
練
習
し
て
い
た
よ
う
で
す

。

彼
ら

に
と

っ

て
依
頼
演
奏
の
持
つ

意
味
は
、
新
し
い
聴
衆
を
増
や
す

き

っ

か
け
と
し
て
、
計
り
知
れ
ず

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
演
奏

会
の
企
画

、

運
営
に
東
奔
西
走
し

て
く
だ
さ

っ

た
教
育
委
員
会
の
皆

様
、
そ
し
て
、
手
弁
当

で
演
奏
会

実
施
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た

重
信
町
文
化
協
会
の
皆
様
に
、
心

か
ら
お

礼
・申
し
上
げ
ま
す

。

町民会館大ホールにて演奏
の・.. .: 
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声
箱
亭
敏
料
故
定

戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
八
年

一
月
一
日
か
ら
戸
籍
謄
本
等
の
交

付
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
。

主
な

改
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主な戸籍手数料改定内容

種 要員 改定額(円) 現行(問)

戸籍の謄・抄本 l通 450 400 

除籍の謄・抄本 1通 750 700 

戸籍の記載事項証明 l件 350 300 

除籍の記載事項証明 l件 450 400 

届書の受理等の証明 l通 350 300 

町
嘗
佳
宅
入
居
者
擁
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

樋
口
団
地
(
一
種
三
戸

見
奈
良
団
地
(
一
種
二
戸

O

入
居
資
格

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
場
所

の
あ
る
方

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

他
、
所
得
制
限
等
あ
り
ま
す

。

O

申
し
込
み
受
付
場
所
・
問
い
合

わ
せ
先

役
場
町
民
課
宮
九
六
四
ー

二
O
O

一

郵
便
局
よ
0

お
願
い

十
二
月
十
五
日
か
ら
年
賀
状

の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す

。

元

旦
に
年
賀
状
を
お
届
け
す
る
た

め
に
、
二
十
五
日
ま
で
に
お
出

し
下
さ
い

。

十
二
月

二
十
五
日
ま
で
に
年
賀
状
(
五

十
枚
以
上
)
を

差
し
出
し
て
い
た
だ
い

た
お
客
様
に
、
抽
選
で
瑚
瑚
の
ネ

y

ク

レ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
/
詳
し

く
は

、
お

近
く
の
郵
便
局
ま
で

迷
子
の
年
賀
状
を
な
く
す
た
め

に
、
あ
て
名
の
完
全
記
載
に
ご

協
力
を
/

特
に
小
さ
い
お
子
様
が
差
し
出
さ
れ

る
年
賀
状
に
つ
い
て
は
、
ご
両
親
に
お

い
て
郵
便
番
号
の
記
載
、
あ
て
名
の
添

え
書
き
等
し
て

い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
阪
、
い
し
ま
す

。

P

別
務
作
業
製
畠

6

展
示
即
売
曾

日
時

十
二
月
十
日
間

午
前
九
時
1

午
後
三
時

場
所

松
山
刑
務
所

重
信
町
大
字
見
奈
良
一
二
四
三

岱
九
六
四
|

三
三
五
五

即
売
品

各
種
タ
ン
ス
・
食
器
棚

等
木
工
家
具
、
篠
製
品

、
紳
士

靴
、
漆
器
類
、
石
験
、

味
噌

、

醤
油
、
そ
の
他
小
物
類
等
多
数

そ
の
他

餅
っ
き
、
輪
投
げ
、
パ

ザ
l

等
の
楽
し
い
模
擬
店
も
同

時
開
催
い
た
し
ま
す
。

牢
成
七
年
度

畠
衛
隠
隼
健
語
集

※
給
与
、
手
当
を
支
給
さ
れ
な
が
ら
、

一
般
の
高
校
卒
業
資
格
と
専
門
技

術
が
取
得
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
七
年
十

一
月

一
日

ー
平
成
八
年

一
月
四
日

応
募
資
格

中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
平
成
八
年
四

月

一
日
に
お
い
て
十
五
歳
以
上
十

七
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る

男
子

試
験
日

一
次
平
成
八
年

一
月
六

目
的
・
二
次
平
成
八
年

一
月

二

十
五
日
同
i

二
十
八
日
間
の
聞
の

指
定
す
る

一
日

入
隊

平
成
八
年
三
月
下
旬

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
松
山
募
集
案

内
所
(
宮
九
四
七
|

三
O
四
O
)、

ま
た
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い

。

12同~r，l，'ぐ中審防止問問」です
今年もふく'料理の季節

がや っ てきました。 刺し

身はもちろん、鍋やカラ
アゲ等どれも大変に美味

しいですね。し かし、 ふ

ぐには 「テトロドトキシ

ン」とし寸盆毒が含まれ

ており 、その調理には、

専門の知識と高度な技術

が必要です。

入金を豊かにす6お裟ω揺僑席
講師落語家三遊亭とん馬師匠

演題は聞いてのお楽しみ/

とき 平成8年1 月 10 日(村午後7時30分一9時
ところ 重信町商工会館
お電話で商工会 (H964-1254) まで1 月 8 日(月)までに

お申し込み下さい。
主催 重信町商工会青年部・婦人部

後援 重信町商工会

スキー愛好会員募集

i度音1 1 まで

H964- 1500f何

平成8年l 月 26 日働23時一 28 日(日)22時

大山国際スキー場

大人25 ， 000円子供22 ， 000円

(2朝食l夕食っき)

詳しくは

事務局 町民会館社会教育課

日程

行き先

会費



い がに運で者 ま通すにた交い
と高年よ動すに今し事ま進 。 通て十
思齢々り能がなまた故すむこ安、ー
う理増、力三るで。の増高の全重月
気転え加や 13 ヶ高 防加齢大大信七
持者て害身哩 l 齢 止す 化 合会町日
2q き者体伝ス運 がる社でが高 、
か安てに的由が転 呼お会は開齢 町
強全いな機甲多者 ぴ年の、催ド民
く、でまる能子かは か寄中近さラ全
自あすケの午つ、 けりで年れイ館
分り 。 | 低、ト被 らの、急、まパに

はー
をた ス下、の害 れ交ま速し|お

高齢ドライJ'(，ー交通安全大会
ける安の性 コ
まよ全でとン
しう運主主卜
ょに転三富 ロ
7 心を~，t;: I 
。 がすそ桑/レ

れ験で
らをき
をもる
活 っ と
ゲてい !
a 、

ニエいフ
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十

一
月
十
二

日
、
朝
七
時
か
ら

重
信
町
消
防
団

と
東
温
消
防
署
に
よ
る
秋
季
訓
練

練
が
、
山
之
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

o

E
唱

こ
の
訓
練
は
、
山
林
火
災

等
の
火

ヨ

M

災
現
場
付
近
に
消
火
用
水
の
確
保

防
が
困
難
な
時
の
こ
と
を
想
定
し
、

消
ポ
/
プ
車
等
に
よ
り
水
の
中
継
を

注

し
、
火
災

の
消
火
活
動
を
行
う
と

2

で

い
う
訓
練
で
す

。

秋

皆
様
に
は
早
朝
か
ら
団
員
長
、

サ
イ
レ
ン

等
で
お
騒
が
せ
し
ま
し

た
が
、
こ
の
様
な
主
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
後
の
消
防
団
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

スカウト事集中f
ボーイスカウトは、世界中で受け継がれてい

る社会教育の原点です。

・ キャンプやパーティなどイベン ト がし、っぱ

いです0

・ 奉仕活動で、人の役に立つ

ことの大切さを学びます。

・ 国際交流の輪を広げ、国際

性を養う絶好のチャンスです。

温泉第 l団からシニア隊の

森正慶君が夏休みアメリカ

サクラメン卜市へボーイス

カウ卜派遣隊の一員として

活躍してきました。

・ ボーイスカウ卜女子部も同

時募集中 .1

申し込み先

ボーイスカウ卜温泉第l団

寺田三」上夫 fi976-8105 

渡部たか子 宮964-3918

「

、
」
れ
を
く
だ

さ
い
。
」

「
ま
い
、

で
す
。
」

「
あ
り
が
と
う
。

」

叩
円
十

一
月
十
七
日
、
重
信
幼
稚
園

司

物
で
お
の
お
金
を
使
っ
た
お
買
い

し

物
ご
っ

こ
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

-
A
h

買

こ
れ
は
、

主
に
子
供
達
に
お
金

4

4
お

の
大
切
さ
を
教
え
る
た
め
、

P
T

i
b

で
A

パ
ザ
l

の

一
環
と
し
て
、
毎
年

金
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お

子
供
達
は
、
思
い
思
い
に
お
母

の
さ
ん
達
が
作
っ

た
お
も
ち
ゃ
等
、

物
ぉ
目
当
て
の
物
を
選
ぴ
、
買
い
物

k
れ
を
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た

。

P
T
A

の
バ
ザ
ー
も
盛
況
で
、

親
子
で
お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

4
mか
え
ん
ぴ
つ

@信ゆ屯忠信也屯ゆ屯ゆ屯ゆ宮島屯ゆ屯路屯か屯ゆ@

今
年
も
残
り
わ
ず
か
一
ヵ
月
と

な
り
ま
し
た

。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
何
か
と
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

お
酒
は
H

百
薬
の
長
。
と

言

わ
れ
る
よ
う
に
、
適
度
の
お
酒
は

ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
と
と
も

に
、
血
管
の
そ
う
じ
を
し
て
く
れ

る
善
玉
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や

す
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す

。

で
も
、
実
際
は
つ
い
つ
い
飲
み

す
ぎ
て
し
ま
い
、
薬
ど
こ
ろ
か
逆

に
毒
に
な
る
こ
と
の
方
が
多
い
み

た
い
で
す
。

「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る

け
ど
、
や
め

ら
れ
な
い

。

」
・
:

で
す
よ
ね
。

で
も
、
何
は
と
も
あ
れ
、
体
が

資
本
、
上
手
に
飲
ん
で
大
事
な
体

を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
(
そ
ん
な
飲
み
方
が
あ
る
な
ら

教
え
て
く
れ
だ
っ
て
?
そ
う
で
す

ね
、
は
い
)

皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
い
年
末
年

始
を
お
迎
え
下
さ
い

。

広報の早期配付にご協力下さい。@屯泡局ルær.忠信忠屯泡4洛屯匙屯泌屯泡局ゆ@

表
紙
写
真

上
林
の
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
力
作

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

。
写
真
は
去
年

の
も
の
で
す
が

、

今
年
も
今
月

中
旬
か

ら
約
一
ヵ
月

飾
ら
れ
る
予
定
で
す

。
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戸
籍
の
窓

十
一
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

上志西樋 北上回樋志 住
j孝 野 i掌

村川岡口田林窪口川 所

野山 i度高伊森井小小
保首中 i金原藤 関川野
護

泰士研一 紀弘保幸夫 貞光裕 者I r..~ 一人 一 史 文明司

智帯十二美ん ι綾ゐf貝T友i I刷紗き 出
と ~ ~d二 やヲ 臼す軍子~や 生史L平2心E ん乃の さ美ん香か 児

10 10 10 10 10 10 10 10 9 生
年
月

11 11 11 8 7 3 2 1 28 日

北南 西 牛 見北 牛 北田 住 !

野野 奈野野
回国間 ì*l) 良田淵l 田窪 所

iJ!t 三 村 大 安野樗古 尾高 f呆部好上下平本 崎橋
議治 1専硲琢 一
者三 賢基典清也彰剛弘

直2巧たき介とtf駅間和手記自允A説す 出

桔J~馬 i 琳リ 斗 E 寛1子ニ 且月 盆三
!尼

10 10 10 10 10 10 10 10 10 生. . . 年
月

29 27 24 24 23 20 17 15 13 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

牛南牛南上下樋下見積北西 住
野 野 奈河野

務1) 田湖j 田村林口林良原田岡 所

織伊大宮野小橋越漉戒震青
氏回須北山奇首池本号田能チ柳

図勝 l惨 友重 メ光中谷ョ幸 名嗣信幹年雄幸稔ョ政江ヵ ー

67 86 92 46 78 85 53 91 72 29 64 79 
年
4寸』3 

11 11 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 事E
- ・・・ ・・・・・・・・

て=
σコ

8 6 4 4 3 30 28 27 26 16 14 11 日

11家た司"すおい遺副
今年も皆様のご協力をお碩、ハ hたレ遣す二

H , JRI1 

緑
の
少
年
隊

上
林
森
林
公
園
に
植
樹

f
JJλ伸
一
子NTT四国電話帳側印刷⑤791-02 重信町大字志津川972番地 合(089)964-2001 (代表)

i iJSFiW耕一-; P唱|
日(躍) 行 事 名 H寺問 場所

l 伺) 当番医 辻井循環器科・内科・小児科 重信町田窪 ft964-0013 

2 (刈 当番医 八木耳a咽喉科・皮I宵科重信町牛浜IJ ft964-54叩

3ç樹 当番医藤石病院 重信町志津川合964-1234

4 (柑 官庁仕事始め

5 幽

6 (士)

7 (日) 当番医西村内科 重傷町志津川 ft964-2461 

小・中学校第3学期始業式
ーーー ・・ー・ー ーーー・ー - ------ -- -- 骨 ----ー ー司『鴨 ー軍事-- ーー ー ー- -・ - ---・- ーー・ーーー

8 伺) リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館
司園甲 ーー_.・ ーーーーーー ー ー ー ーー・ ー ー ・ーーーー ー ーー ー が ・ ・ ー ーー・ー - -----ーー - -・ ー ー ー ーー ・ ーーー

おとしより健康相談室(要予約) 14: 00-16:0。 役場保健婦室

9 (火)

不燃物回収日
母国 F 司・・・ー 軍司 ー ー ー ー ーー ー -ー ー ー- ーー. _ - ・ ーー ー・ー ー ー ー ー - - --ーーー ー ー ー ーー ー ー ー ー ー- ーー ーー ー ー ー ー

町立幼稚園第3学期始業式
10(ね 宇帽 司ー-- ーー-ーー・ー ーー『 司圃 『・ ー-_.・ー・ ーーー ーーーーーー ー- - - - - -ーーー ー ー ーー - --・--- - - -- - - _

l才6 ヵ月児健康診査
13:30-]4 ・ 30 町民会館

(H6年5月・ 6月生まれの者)

ll(刻 行政心配ごと相談所 13:00-15:00 役場2階第l会議室

12幽

13ltJ 

廃棄図書交換市 _ j_?:??_~____ _ J 図 書館
14(日) ーーーー ーー ー ー 曲 ー ーー ・ ーー - - 曹 司・ --- ・.帽 司司 - --ー ー ー ー ー ・・・・ ー --- 骨 ・. _ --ー ーーーー

当番医国立療養所愛媛病院 重信町機河原 ft964-2411

祝日のためごみ収集休みます。 18 日(柑に出して下さい。
ーーーー ーー ー ー ーー ・・・・ 酔- _ - _ - - - --- -ーーーーーーー" ー--ー・F ーーーーーーー ー ー ーー---ーーー ーーー

15伺) 当番医泉内科 川内町南方 ft966-2226 
ー 一一一一一一一一一一一一|尚一一一 ~-r~_~

成人式 式9:30-

16ω 

17肘

乳児健康診査
町民会館18(柄 13:30-14:30 

(H7年3月 ・ 6月・ 9丹生まれの者)

町文化協会講演会
19幽 19: 30- 町民会館

小沼大八 「こころとからだ」

20出

2 1(日) 当番医 北上潮1尊整形外科 松山市平井町 ft975-3753

22侭) 健康相談(各地区) 24 日(利まで

23(刈 愛媛県読書活動研究地区集会 10:00-15:00 町民会館

24(利

心配ごと相談所 _ J ~ ~ : ~~ ~ ~~ :則的2脚l会i鮭
25(村 -- -- -ーー ーー ー ーーーーー ・・ ー ー ・ ー ・・ー ーーー ー骨ー ー ー- ー ・ ーーー・ーー 骨 - - “・- -・ー ー ーー ー 唱

不燃物回収日

中央家庭教育学級 9:30-11:30 町民会館
26働 ーー --- -- -ーーー ーーー ー ー - -- -ー ー ー ー ー ・ ・・ ・ 宇 骨 骨骨. -・ ー. 骨宇 司 e ・ー -- ー - --司圃 咽 -- 司F 骨 -ー ー

リハビリ教室 13:30-15: 30 町民会館

27出

28(日) 廃当番棄図医苧え中川平i戸病ー院ー ー ーーー ーーーー ーー ー ー ー松ー ー ー山_ J市9南:0梅?三本一 一町一一一 |2国9一 7一 6雪-ー7ー8竺11 
29(月) おとしより健康相談室(要予約) 14 :00-16: 00 役場保健婦室

30(刈

31(村 町県民税第4期・国民健康保険税第7期納税期限

一

間開MヨE幽主1EL回
企画商工謀編集愛媛県温泉郡重信町発行
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